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普通，常識とは，当たり前のことを言います。当たり前のこと，誰もがそうであり，また誰もが

そう思っているはずだというような事柄です。

けれど，人がこの言葉を口にするとき，何をもって常識と言っているのかをよく聞いてみると，

単にその人がずっとそう思っていたにすぎないとか，あるいは世の中全体が漠然
（1）

とそう思って

いるにすぎない，という場合がほとんどです。例えば「常識的に考えて」という言い方があります。

あるいは，「そんなことは常識だよ」とか，「そんな非常識な」という言い方が，まさにそうです

ね。アンモク
（2）

の慣習だったり，しきたり，社会的なルールだったり，そういう事柄を，普通は

常識と呼んでいるようです。しかし私は，この言葉をそういうふうには使いたくないのです。これ

は非常に大事に使いたい言葉の一つなんです。

もし常識が，社会的なルールとしての当たり前のことだけならば，それは時代や社会が変われば

変わります。つまり，当たり前ではなくなります。そのことは，「日本の常識は世界の非常識」と

いう言い方なんかに端的
（3）

に現われています。日本人にとっては当たり前でも，世界の人にとっ

ては当たり前ではない。つまり，場所や地域，人それぞれによって，当たり前が当たり前でなくな

るわけですから，実はそれは，当たり前なことではないということです。それは変化するもの，つ

まりソウタイテキ
（4）

な事柄にすぎない。

けれども，もしも「常識」という言葉を字面
（5）

通り正確に使おうとするならば，世の誰にでも

常識的なこと，すなわち生きているすべての人にとって当たり前のことでなければ，「常なる知識」

としての「常識」という言葉は，使えないはずです。すべての人にとって当たり前なこと，つまり

常識とは，普遍的
（A）

な知識のことだと，気がつくはずです。
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次の文章を読み，後の問いに答えなさい。

出典：池田晶子,『人生のほんとう』株式会社トランスビュー（2006年），pp.16-17

文章中の二重線部　　　（A）にある「普遍的」とは，どのようなことですか。25字以内で説明

しなさい。なお，文章中の言葉を抜き出して使用してもよい。

池田氏は文章中「常識が，社会的なルールとしての当たり前のことだけならば，それは時代や

社会が変われば変わります。つまり，当たり前ではなくなります。」と論じています。時代や社

会が変化し，過去の当たり前が，現在の当たり前でなくなったというような事例には，どのよ

うなことがありますか。その事例を述べたのち，変化した理由は何であると考えられるのか。

あなたの考えを400字以内で記述しなさい。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

文章中の波線部　　　（１）（３）（５）は漢字の読みを，下線部　　　（２）（４）のカタカナは漢字に

して解答欄に記入しなさい。
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　思考力・表現力・言語感覚をみることのできる出題内容になっています。 
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　現代の錯綜する職業社会の情勢を考えていく上で、またそのような情勢の中でどう生

きていくかを考えて自己実現していく上でも、自分を知ることは重要です。

　出題のねらいとしては、一定の社会経験をもつ者が、自己の体験とどう結合させるこ

とができるかを問う問題となっています。また、自らの考えを文章化させることを通し

て、思考力・表現力・言語感覚をみることのできる出題内容になっています。

【編入学選抜Ⅱ期・社会人編入学選抜Ⅱ期・外国人留学生選抜】
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